
 

 

 

 

 

 

     

 

保育園では誤嚥防止のために下記の項目について職員間で情報を共有し食事の援助をしています。 

 

ふうりん保育園 Ｒ.7.4.30発行 

厚生労働省の調査によると、平成26年から令和元年までの6年間に食品を誤嚥して 

窒息したことにより14歳以下の子どもが80名死亡していました。そのうち5歳以下が 

73名で 9割を占めていました。子どもは普段食べている食品でも喉に詰まらせてしまう 

ことがあります。食事の際は子どもから目を離さず、見守りながら食べさせましょう。 

MS＆ADインターリスク総研株式会社が作成した【教育・保育施設等における食事中の誤嚥事故防止対策に関する調査研究事業】（抜粋した資料です） 

 

 

こいのぼりが気持ちよさそうに泳いでいる園庭で子ども達も 

毎日元気に走りまわっています。 

外での活動も増え、おかわりをする姿も沢山みられるように 

なりました。思いっきり遊んだ子ども達のお腹を満たすこと 

ができるよう十分な量の食事を用意していきたいと思います。 

 

誤飲・誤嚥 

に注意しましょう 

こどもから離れ 

る時は周りの人

に声を掛けましょ

う。 

ょう。 

ほんの一瞬と思っていても目を離した隙に食べ物を 

詰まらせることもあります。近くにいる人と協力して

こどもから目を離さないようにしましょう。 


